
ジオシンセティックス論文集
第16巻(200112)

1.は じめに

農業用貯水槽は,農業用水の需要と供給のバランスを

調整するとともに,末 端ほ場での水利用の自由度を確保

する面からも極めて重要な施設である。また,利 用目的
に応じ,各営農団地毎に設ける数百コ3の小規模なものか

ら,1万 コ3を超える大規模なものまで数多く建設されて

いる。これらの貯水槽は,擁 壁式に代表される堀込式の

RC構 造,PC構 造などが一般的である 1)。また,近 年

では,貯 水槽内へ侵入する落葉などのゴミによるスプリ

ンクラーなどの散水器の目詰まりの問題を改善すること

や〕貯水槽内で大量発生するアオコなどによるなどによ

る水質問題の改善,さ らに,遮 光による有害微生物の増

殖防止の観点からも屋根 (天蓋)付 構造の貯水槽が採用

されるケースが増えている。しかしながら,貯 水槽を計

画する際の屋恨の必要性は,そ の地域の気象条件)用 水
の水質〕栽培される作物,か んがい方式などから総合的

に判断されているが,将 来の営農変化が当初計画から想

定できない場合には,コ ストを削減する意味から屋根を

設けない計画とされることが多かつた。
一方,屋 恨が設置されていない農業用貯水槽において

は,建 設後にアオコの発生やゴミ・落ち葉の堆積が維持

管理上の大きな問題となる場合,こ れに対処するため,

屋恨の追加架設要求が増えている。しかし,屋 恨架設耐

荷憶造になつていない貯水槽に新たに屋根を設けるには,
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貯水憎の構造や地盤の支持力などの制限があり,対 策工

を行う際の課題となつている。そこで,ジ オメンブレン

(GM)の 柔軟性)低 比重を利用し,貯 水憎に新たな負
荷をほとんどかけず,従来型に比べより安価な浮上式天
蓋技術の開発を進めている。開発にあたっては,数 タイ
プの浮上式天蓋構造について室内実験を行い,そ れらの

技術的問題点を整理し,最適な構造タイプを選定し,さ
らに改良した。また,現 地への適用性を確認するため,
実際に供用されている貯7ktに おいて浮上式天蓋を設置
し,実 証実致も行つた。本論は,こ れらの実験結果を報
告するものである。

2.研 究開発の背景と浮上式天蓋の基本仕様

(1)研究開発の背景

農美用貯水槽の居恨については,主にパイプラインの

目詰まり防止やアォコの増殖防止のために設置されてい

る。農実用パイプラインの目詰まりによる事故の発生頻
度はかなり高く,そ の原因と発生状況について調査した

結果が報告されている 2)。これによると,ゴ ミ詰まりの

故障箇所は,ス プリンクラーが最も多く,次 にパイロッ

ト弁,点 滴かんがい用チューブの順になつている。さら
に,給 水栓,流量計,安全弁などがあげられていること
から,ゴ ミ詰まりの被害が末端施設はもとより,施設全
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図‐1 貯 水槽におけるアオコの発生状況 (6月 )

体に及んでいることがわかる。ゴミの種類としては木葉,

木枝,小 石,魚 介類)ヘ ドロ,ア オコなど多様であり,

これらの除去に多大な費用と人的労力を要している.ま

た,ゴ ミの侵入経路は河川 ・湖沼なとの水源施設及び屋

根の設置されていない貯水槽と考えられるが,こ の報告

によれば)貯 水憎に屋根が設置されている地区は)調 査

地区中のほぼ半数に過ぎない。

貯水憎の維持管理の実態について,長野県内の 正地区

で聞き取 り調査を行つた。本地区には貯水容量数千m3

の貯水槽が 14箇所建設されているが,いずれも屋根が設

置されていない.こ のため,図 -1に 示すように貯水槽

内にアオコが大量発生し)ア オコが下流パイプライシに

流下しないようにスクリーンの設置や貯水槽の掃除など

を行つてお り,維 持管理に多大な労力をついやしている

】犬況であつた。また,ア オコ発生のダロ制を目的として貯

水槽をシー トで遮光する調強が行われており,ア オコの

抑制に効果的であつたとの調査結果カイ尋られた.

このように,貯水槽の建設後にアオコの発生が問題に

なったり,ゴ ミや落ち葉の推積が維持管理の障害となる

などに対処するために,屋 根の架設が求められるケース

が増えている。しかし,本 来屋根架設耐南構造となって

いない貯水僧に新たに屋根を設けるには,貯 水槽の構造

や地盤の支持力などから制限があり,特 に積雪地などで

は相当の荷重がかかり支持力不足などで不DJ能な場合が

多く)基 礎や側壁に負担を掛けない簡易な天蓋の技術開

発に対する要望が強まつている。また,従 来から実施さ

れている固定式屋根は,貯 水槽本体事業費のかなりの部

分を占めることが多く)事 業の効率化のためにもこれら

の低コス ト化が求められている。

このため,一部の地域では貯水槽の上に網を張つたり,

シー トを浮かべたりして固定式屋根にかわるものとして

実施 した例はあるが,紫 外線による劣化や風による破損

なとのため,数 年で交換が必要となるなど,固 定式屋根

にかわるものとして普及していない。

(2)浮上式天蓋の基本仕様

浮上式天蓋の開発にあたっては,①木葉などゴミの侵

入防止,② アオコ増殖防止のための遮光,C貯 水槽にほ

とんど負荷をかけない構造,④低コスト化,⑤耐久性の

向上,の 5点を開発目標とした.特 に,貯水槽に新たな

負荷をかけない構造とするために,貯水槽に浮き,貯留

水の水イ立変動に追従することを基本仕様とした。このた

め,柔軟性,不透水1鍛 ひY氏比重性の特性に優れるGM

を利用することとした。なお,GMは 紫夕ヽ線,温度変化
など外部環境にさらされる水面上と水面下ではその劣化
の進イ子禾装 が異なり,水面下でのGMは 耐久性が期待で

きる3)。このことから,GMを 水中に安定させる構造を

考案し,貯水槽の水位変動に追従して可動するものとす
る。なお,寒冷地の貯水槽への適用性を検証するために,
低温 (ヤ紺吉)時 においてもGMが 貯水槽側壁に固着せず

可動することを確認する。さらに,風 や貝宇留水の変動に

対する貯水槽天蓋の安定性を確認する。

3.室 内模型実験

(1)実 験の方法

室内模型実験に使用した貯水槽を図-2に 示す。貯水

槽は,内 寸法力縦 90cm×横 90cm×高さ36cmであり,内

面をモルタルで仕上げた。さらに,実 際の貯水槽には用

水管理や施設管理に必要な構造物力常付帯していることか

ら,天 蓋の可動に対する付帯構造物の影響を調べるため

に,貯 本贈内に,鰺、管,余 水吐,バ ルブ室,昇 降用のク

ラップを配置した。また,実 験装置は,亘温室に設置し,

常温 (20°C),低 温 (5°C)の 各条件で天蓋慎型を浮かべ,

可動状況を調べた。なお)実 験は, 3タ イプの天蓋模型

について,水 面上に浮かせる構造の水面浮上型と水面下

に浮かせる構造である水中浮上型の2方 式として実施し

た。さらに,可 動状況は水位を水圧計,天 蓋慎型の移動

を超音波変位計でそれぞれ測定することにより水位変動

にともなう天蓋模型の意迫性を測定 し,付 帯構造物の天

蓋慎型に対する影響や低温 (ヤ薪吉)日寺の固着状況は目視

により僑 官した。

ストップ/ ルヽフ
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図-2 室 内模型実讃概要図



(2)貯水槽天葦模型の構造
室内剣験では,GMを 浮かせる浮体の材料と構造の相

違による可動状況の達いを明らかにし,浮上式天蓋の基
本構造を決定することとした。このため,浮体には岡け性
材料,柔敷博材料を使用した。なお,図 -3～図-5に 示
めす天蓋により水上浮上型の実験を行つた後,水 中浮上
型の実験を行つた。水中浮上型模型は水面浮上聖模型の
天蓋上に鋼製の枠を乗せ浮力を低下させたうえ,貯鞭
の底面からワイヤーで引き下げる構造とした。また,天
蓋模型の構造的特徴は,それぞれ以下のとおりである。
C周 縁5軒し発泡ウレタン枠天蓋

貯水槽の形状に合わせ概ね口の字型に接合したガラ
ス長繊維マット,釘し発砲ウレタン (比重0.5前後)を 浮
体枠として,その内側にGMを プレートとボルトで接合
する構造である (図-3).

の周縁アルミ枠天蓋

貯水僧の形状に合わせ概ね田の字型に接合したアルミ
角パイプを浮体枠として,その下面にGMを プレートと
ボルトで接合する構造であり,浮体枠に空洞を持つこと
を特徴とする (図-4).

③発泡体付全シート密封型天蓋
GMを 水槽イ貝」壁天端に固定し,GMを 貯水槽全面に浮

かせる構造である。また,フ ロート材には短冊状に加工
した発泡体を使用し,GMの 下面に貯水槽の水画面積よ
り僅かに小さい範囲に張り付けてある。なお,貯 水憎の
水位の上下にあわせGMが 昇降する天蓋であるため,G
Mの 長さは空水時の貯水槽底面までのたるみを持たせて
ある (図-5).

(3)実験の結果と考察
a)実験の結果

①周縁強化発泡ウレタン枠天蓋
・水面浮上型は常温時に水位に追従して可動したもの
の,低 温 (凍結)時 には付帯構造物付近や天蓋枠と貯
水憎との間隔が狭くなった場所において天蓋枠と貯水
槽側壁とが固着して可動しなかった。さらに,低温 (凍
結)時 に側壁との国着を防止する目的で貯水憎側壁に
テフロン樹脂を張り付けた実験では,一 部が固着し,
天蓋が傾斜するなど水位の変動に対して不安定な挙動
を示した.
・水中浮上型天蓋は,低 温 (凍結)時 に水位に追従し
て可動した。

②周縁アルミ枠天蓋
・水面浮上型は常温時に水位に追従して可動したもの
の,低 温 (凍結)時 には付帯構造物付近や天蓋枠と貯
水槽との間隔が狭くなった箇所において天蓋枠と貯水
槽側壁との固着が見られ,天 蓋が傾斜するなど水イ立の

変動に対して不安定であった。また,低 温時に貯水槽
側壁との固着を防止する目的で天蓋本抄卜面にテフロン

樹脂を張り付けた実験も同様の結果であつた。
・水中浮上型は,浮 力の調整が困難であったため,実
施できなかった。

図‐3 周 縁,釘し発泡ウレタン枠天曇

図‐4 周 縁アルミ枠天董

③発泡体付全シート密封型天蓋
・水面浮上型は常温時に水位に追従して可動したもの
の,低温 (ヤ斯吉)時 にはGM同 士の国着が一部見られ,
天蓋が傾斜するなど水位の変動に対して不安定な挙動
を示した。
・水中浮上型天蓋の低温 (凍結)時 の結果は,水 面浮
上型と同様の結果であつた,

図‐5 発 泡体付全シート密封型天蓋
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b)考察

浮上式天蓋の特徴を,室内実験の結果や天蓋模型製作

段階からの検討に基づいて整理したものを,表
-1に 示

す。発泡体付全シー ト密封型は,完 全密封によリゴミな

どの侵入の防止が図れるとともに,施 コ性や経済性に優

れている。しかしながら,低 温 (凍結)時 にはGM同 士

の固着が問題となる.

周縁5負化発泡ウレタン枠天蓋及び周縁アルミ枠天蓋

は貯水槽側壁と天蓋枠の間に隙間があり,凍 結時には,

この間の固着により天蓋の動作が不安定となつている。

従つて,この間の密封化と固着対策が必要である。また)

天蓋枠が岡け構造であることから,天 蓋の浮力や貯留水の

動揺によつて天蓋枠に応力が生じることが想定され,応

力を緩和する構造と接合方法の検討が必要である。

以上のことから,密 却性,可 動性,施 コ性及び経済性

に優れると考えられる発泡体付全シー ト密封型天蓋と,

天蓋枠の接合において加工性に優れる周縁アルミ枠天蓋

について,次 章に述べる大型実験を行うこととした。

4.大 型模型実験

発泡体付金シー ト密封型及び周縁アルミ枠天蓋の室

内模型実験で明らかとなつた問題点を改良して,大 型模

型実験を行つた.

(1)実験の方法

大型模型実験は農業,11学石ナ子究所内に設けた屋外実験

表‐1 室 内模型実験天蓋の比較一覧

貯水槽で行つた。貯水槽の規模は内寸法が縦 5m×横 5m

×高さ 2.7mで あり,室 内模型実験と同様に貯水槽内に

流入管,余 水吐,昇 降用のタラップなどの付常構造物を

配置した。なお,こ の大型模型実験では,天 蓋の水位変

動に対する安定性と水位変動に際しての風や付帯構造物

の影響を検討 した。

(2)貯氷1曹天蓋模型の構造

大型模型実験に使用した天蓋模型を図-6)図 -7に 示

す.な お,天 蓋模型のそれぞれの構造的特徴を下言己に示

す.

①全シート水中浮上式天蓋

全シート水中浮上式天蓋 (図-6)は )室内契強を行
つた発泡体付全シート密封型天蓋を改良したタイフであ

周縁強化発泡ウレタン枠天蓋 周縁アルミ枠天蓋 発泡体付全シート密封型天蓋

密却性

・側壁と天蓋の間に隙間が

あり,雨水や塵芥の侵入α

恐れがある。

△

・側壁と天蓋の間に隙間か

あり,雨水や塵芥の侵入α

恐れがある.

△

・密封され,雨水や塵緋

入がない。 ◎

可動性

水面浮上型

・常温時は可動する。
・低温 (ヤ鶏首)田寺ヤま側壁と匿

着しやすく動作が不安定.
○

・常温時は可動する。
・杷酪盈(冴諒吉)日寺ヤまイ則壁と匿

着しやすく動作が不安定.
○

・常温時は可動する。
・低温 (ヤ鶏吉)時はGM同 士

が固着しやすく動作が不

安定.

○

水中浮上型

・低温(ヤ縣吉)時に可動する.

○

浮力を調整し水中下に係

持するのが困難. △

・機晶(ヤ縣吉)時はGM同 士

が固着しやすく動作が不

安定.

△

構 造

・GM選 定上,制 約が少な

↓ヽ.
・浮力,貯留水の動揺によつ

て天蓋枠に生じる応力を

緩和する構造と接合方法

の検爵|が之要 .

○

GM選 定上,制 約が少な

い,

浮力,貯留水の動揺によつ

て天蓋枠に生じる応力を

緩和する構造と接合方法

の検討が之要.

腐食等で孔があき,沈水の

恐れがある。

○

・GMは 柔軟性があり,応力

が発生しにくい。
・加工が容易で様々な構進

に,帥心できる.
○

胸 性
・比較的施工が容易t ○ 比較的施工が容易. ○ ・軽量で施工が容易. ◎

経済性
` 輸

. △
・
 諭 . △

・傷郵面. ◎

きキ諜気孔

辞A 系 舗
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図,6 全 シート水中浮上式天蓋



図‐7 周 縁アルミ枠密封型天蓋

る。貯水槽側壁天端に厚さ0.5111111のE VAttGMを プレ
ートで取り付け,貯 水憎全面に敷設する構造である.ま

た,水 中のGM形 状を安定させるため,貯 水槽の中心に

浮きを,浮 きと側壁の間に錘を付設してある。さらに,

貯水槽への流入水路が管水路の場合には空気が貯水槽内

に連行されることから,浮 きには空気の排除を目的とし

た排気孔を設けてある。なお,低 温 (ヤ鶏吉)時 にGM同

士の国着を防ぐために,搬水加工されたE VAttGMを

使用するとともに,浮 上しているGMの 上部にはGM保

護の役目を果たす天蓋保護水が湛えられており,GMの

下部の貯留水とは,完 全に分離されている。

②周縁アルミ枠密封型天蓋

周縁アルミ枠密封型天蓋 (図-7)は 室内実験を行つ

た周縁アルミ枠天蓋を改良したタイフである。天蓋枠の

浮力の安定化や貯留水の動揺により発生する応力を緩和

するために,ア ルミ天誌枠を大きく4分割し,そ れらの

上部に厚さ0.5111111のE VAttGMを 張り付けることでフ

レキシブルに連結された一つの天蓋とした。貯水憎側壁

と天蓋枠の間の隙間は,そ れぞれの端部に厚さ0.価 の

E VAttGMを プレートとボルトで取り付け側壁まで覆

うことで天蓋の密封化を図つた。また,密 封用GMの 長

さは空水時の貯水槽底面までのたるみを持たせた。なお,

低温 (凍結)時 にGM同 士の国着を防ぐために,撥 水加

工されたE VAttGMを 使用した。

(3)実験の結果と考察

a)実験の孫古桑

①全シート水中浮上式天蓋

水面浮上型と水中浮上型について,水位変動にともな
う天蓋の安定性を比較検討するために,天 蓋保護水の量
を変化させて実験を行つた。天蓋保護水の量は,天 蓋保
護水のみを貯水僧に貯水したと仮定した時の水深に見合
つ零で表現した。また,実 験時の観察 ・測定事項は,天
蓋の追従性と天蓋の形状変化である。測定結果を図-8

に示す。図は上から,天 蓋保護水深が Ocm)locm)
20cm,30cmの時の貯水樽中心断面における天蓋形状を表
したものである。また,図 中の天蓋の形状を表す6本の
線は,それぞれ下から貯水深がOcm,50cm,100cm,170cm)

232cm,255cmの 時のものである。天蓋は貯水槽水位の上
昇にともない,浮 きを中心とした錘の内側と夕限JのGM
とが鍾を持ち上げるかたちで上昇した。また,天 蓋保護
水量の多少により天蓋の挙動は異なり,天 蓋保護水量が
多い場合にはより水中に沈み込んで可動した。さらに,
水位の下降時にも上昇時と同様の天蓋形状を保ち可動し
た。周縁部シートは貯水槽の四隅で複雑なコーナー形状
を形作るが,引つかかりもなく安定して可動した。なお,
これらの可動状況の風や付帯構造物の大きな影響は見ら
れなかった。

②周縁アルミ枠密封型天蓋

実験は,貯水槽側壁とアルミ天蓋枠のサイド弛み部に
設置する重りの条件を下記とおり変えて行つた。

ア.重 りとして水を入れた条件
イ.重 りとして水と鍾を入れた条件
ウ.重 りとして鍾だけを入れた条件
ア及びイの重りとして水を入れた条件では,ぃ ずれ
も可動時に天蓋がサイド弛み部に引つかかり,天 蓋
が傾斜する状況であつた。また,サ ィド弛み部に天
蓋枠が引つかかり天蓋枠力却項斜することにより,重
りの水が偏 り,傾 斜を助長させる結果となった。さ
らに,水 の量を増やしてもサィド弛み部に回り込ん
でしまい水中浮上型とはならない)な どの問題が生
じた。ウの錘だけを入れた条件では,天 蓋上昇時に
はサイド弛み部への引つかかりは見られたものの,
下降時には引つかかりが見られなかった。

b)考察

周縁アルミ枠密封型天蓋はE VAttGMで 周縁部を
密圭ヤヒしたことが可動の阻害要因となった。しかし,温
暖地で水面浮上型として適用する場合には,天 蓋枠四隅
の形状を改良することで周縁部の問題は解決でき,適用
できるものと考えられる。

全シート水中浮上式天蓋は,異なる天蓋保護水量の条
件においても,風 の影響もなく安定して可動した。この
ことから,水 面浮上型や水中浮上型の浮上式天蓋として
適用できるものと考えられる。しかしながら,①側壁天
端から天蓋保護水までのGMが 常時大気中に露曝される
ことから,この部分の劣化対策が必要である,②貯水憎
の維持管理の容易さを確保するための構造の改良が必要

アルミ天菫枠
2 3 0 0 x 2 3 0 0 m m  4 枚
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図‐8 全 シー ト水中浮上式天蓋の可動状況

である,③規模の大きな貯水槽に適用する場合の施Il性

の向上が必要であるなどの問題点があげられた。

そこで,貝宇水1曹の浮上式天蓋として有力な全シート水

中浮上式天蓋について,次章で述べる実証契談を行うこ

ととした。

5, 寿 正轍

全シート水中浮上式天蓋の大型模型実験で明らかとな

つた技術的問題点を改良して,現揚への適用性を確認す

るための実証契験を行つた。

(1)実験の方法

実証実験は鳥取県日野郡の上菅貯水憎 (平成5年度農

用地整備公団営事業により施工)で 行い,こ れまでの室

内や屋外の模型実験と同様の挙動を示すかを検証すると

ともに,設 置,維 持管理などの実用上の課題についても

改良を加えた.貯 水槽は直径 23m,水 深 4。3m,貯 水量

1,8001B3の規模であり,貯水槽内部には取水バルブ室,流
入管が配置されている。この実際に供用される貯水槽に

おいて,組立,運搬時の施 I_性,貯 水槽の水位変動時の

天蓋挙動の安定性を確認した。

(2)水中浮上式天蓋の構造

水中浮上式天蓋は,大型模型実験の結果から明らかと

なった問題点を下言己のように改良した.
・常時大気中に露曝される貯水槽イ貝J壁天端から天蓋保護

水までの区間の劣化対策として,農業用貯水池の分野で

長期使用の実績があるEPDMttGMを E VAttGMの

上側に重ねて二重張りの構造とした。
・貯水槽清掃時の天蓋の一時撤去や建設時の労力軽減の

ために,天蓋の壁部と底部をファスナーにより若呂光可能
な構造とした。

(3)実験の結果

水中浮上式天蓋の壁部と底部を工場で製作し)2分 割
した天蓋を現地に搬入した。現地での作業はれす料運搬,
つり下ろし,天 蓋の設置,フ ァスナーの接合及び浮きと

鍾の取り付けであり,これらの作業を2日間で完了した。

その後,貯 水槽の水位を上昇させたところ,天 蓋は水

位の上昇に追従して可動し)安 定した挙動を示した。ま

た,低 温 (ヤ薪吉)時 においても,図 -9に 示すとおり,
周縁部やGM同 士が固着することなく安定していな。な

CASE l. チ辞討拐編奪ガg〈ッRO□n

Q頌週3.天蓋掠黎訪切ぐ無2∝m

QttE 4.天 割霜勤峨 架3∝m
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図‐9 水 中浮上式天蓋の実証実験状況



突報は大革保純水排除後

縛繰は天慈保設水4 1 1 除おt①東西方向断面

②南北方向断面 |

図‐10 水 中浮上式天蓋の可動状況

0        5        1 o        1 5

ひずみ ( % )

図‐11 水 中浮上式天蓋に発生する応力

↑

← 番
張 力

図‐12 水 中浮上式天蓋を形作る要因

お)天蓋保護水を強制的に排水し,その前後の天蓋形状
を淑1定し比較検討した。結果を図-10に 示す.上図は貯
水槽の東西方向 (①)の 中心断面,下図は南北方向の中
心断面 (②)を 表す。また,双方の図において薄線は天
蓋保護水排除前を,実線は天蓋保護水を若干排除し天蓋
下の貯留水を満水にした後の天蓋形状を表す。この結果
は大型模型剣談と同様であり,天蓋保護水の量が天蓋形
状に影響を与えることがわかる。なお,実験の期間をと
おして水中浮上式天蓋に使用したE VAttGMに 発生す

る応力をひずみゲージで測定した.発 生した応力の範囲
は図-11に 示したように,厚さ0.5111111のEVAttGMの

引張試験の結果得られた引張強さの0.5%以下であった。

(4)考察

開発した水中浮上式天蓋は,設置が簡単で,安 定した
構造であり,冬 期の凍結時にも周縁部や天蓋同士の固着
もなく,寒冷地にも適した構造であることが確認できた.
また,維持管理を容易にするために,壁 部GMと 底面部
GMと をファスナーで分離可能とした。この改良によっ
て,工 事費に大きなウェイトを占める設置費用,及 び維
持管理費に大きなウェイトを占める一時撤去費用を低減
させることが可能となった。以上の結果,実 証実験開始
時の課題であった,組 立 ・運搬時の施コ性の確保)維 持
管理の容易さの確保は解決できた。このように)水 中浮
上式天蓋は開発目標や基本仕様を満足することから,農
業用貯水槽の天蓋として有効な工法であると考えられる.
なお,水 中浮上式天蓋は貯留水の増減にともない水深

に応じた形状を保ちながら昇降する挙動を示す。この天
蓋形状は〕使用するGMの 比重,浮 きの浮力,錘の重量,
貯留水の水圧,天 蓋保護水量及び貯水槽側壁との拘束に
よりGMに 張力が生じて形作られると考えられる (図―

12参 照)。従つて,異 なる形状の貯水憎に水中浮上式天
蓋を適用する場合には,貯 水槽の形状に応じたGMの 比
重,浮 きの浮力,錘 の重量,天 蓋保護水量を滴下に定め
ることが必要である。また,実 験の結果からも明らかな
ように,天 蓋保護水量を滴下に維持しなければ,貯 水容
量が減少することになるため,天 蓋保護水量の安定化が
必要である。なお,GMの 選定にあたっては,引 張強さ
よりむしろ,柔敷性,遮光性,軽量性 (低比重),低吸水
性及び耐久性が重要である。

6 . ま とめ

本論では,農業用貯水槽への木葉などの塵芥の侵入を
防止するとともに遮光によリアオコの増殖を抑制する軽
量な浮上式天蓋の開発を目指し,数タイフリ実験を行い,
最適な構造タイプを選定したものである。この結果,G
Mを 貯水槽全面に設置することで,貯 水槽内への木実 ・

ゴミなどの塵芥力部員入することを防止し,ア ォコの発生
要因の一つである光を遮断するとともに,GM上 部に保
護水層を設けることでGMの 耐久性確保が期待できる水
中浮上式天蓋 (Submerged Floating canopy)を開発する
ことができた。また,改 良を加えた水中浮上式天蓋の実
証実験の結果,室 内実験の際に課題となった凍結時の側
壁と固着の問題もなく,貯 水槽の水位変動に追従し可動
することを確認した.さ らに,水 中浮上式貯水槽天蓋に
用いるGMに はほとん〕心力が発生していないことから,
GM選 定上必要となる1鈴勘ま,弓旧長強さよりむしろ,柔
軟性・遮光性 ・軽量性 (低比重)・低吸水性及び耐久性と

（Ｅ
＼
ｚ
こ
剛
拒

書
眺
昌

S ― S曲 線          |

試験方法Bス トリップ法 =1張速度 200_/mb      l

室内議 員じせしたS―S曲線

実紅実験で計測した応力の範囲
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いえる。                         な お,本研究は,平成 11年度から2カ 年において,
なお,水 中浮上式天蓋は,従来の屋恨構造や室内実験   農 林水産省の官民連携新技術研究開発事業の採択を受け,

を行つた他の岡け構造と比較して,コ ストや施 El性の面で   農 業工学研究所と新技術研究開発組合とが共同で実施し
有利である。                      た ものである。
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解明を進めていく予定である。
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